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　「にいはま３Ｒネットワーク」登録要領
　　　
（目的）
第１条　この要領は、ごみの減量化・再資源化に取り組む事業者等を「にいはま３Ｒネットワーク」に登録することについて必要な事項を定め、市民・事業者が「何を・どこに持って行けばいいか」を見える化し、もって、市民・事業者・市が一体となって３Ｒを推進することを目的とします。
（定義）
第２条　「にいはま３Ｒネットワーク」とは、３Ｒに取り組む事業者等の情報を市が総合的に登録・広報し、市民・事業者が当該情報を利用することにより、簡便・効率的にごみの減量化・再資源化が図られるつながりをいいます。

（部門）
第３条　「にいはま３Ｒネットワーク」は、次に掲げる部門で構成します。
（１）リデュース部門
（２）リユース部門
（３）リサイクル部門
（登録条件）
第４条　「にいはま３Ｒネットワーク」に登録できる事業者等は、次の各号のいずれにも該当するものとします。
（１）市内の事業所・店舗において資源物、食料品等の回収、買取又は修理を実施していること。

（２）回収又は買取に当たり、原則として費用を徴収しないこと。

（３）事業所・店舗に回収ボックス・買取スペース等を設置し、来場者が簡単に利用できること。

２　リユース部門に登録できるリユース（リサイクル）ショップは、前項の規定に該当し、かつ、次の各号のいずれにも該当するものとします。ただし、製品の修理のみ行っている事業者にあっては、同項の規定に該当し、かつ、第２号に該当するものとします。
（１）古物営業法（昭和２４年法律第１０８号）第３条の許可を有する古物商（以下「古物商」という。）であり、古物営業法施行規則（平成７年国家公安委員会規則第１０号）第２条に規定される古物の区分のうち、次に掲げる区分を取り扱っている事業者であること。

　　ア　衣類

　　イ　時計・宝飾品類（ただし、宝飾品類のみを取り扱っている場合を除く。）

　　ウ　自転車類
　　エ　写真機類

　　オ　事務機器類

　　カ　機械工具類

　　キ　道具類（ただし、ビデオテープ・ＣＤ類のみを取り扱っている場合を除く。）

　　ク　皮革・ゴム製品類

　　ケ　書籍

（２）市内の常時設置されている事業所・店舗において営業していること。
（登録）
第５条　「にいはま３Ｒネットワーク」に登録しようとする事業者は、市長に、にいはま３Ｒネットワーク登録申請書（第１号様式）を提出してください。
２　リユース部門に登録しようとするリユース（リサイクル）ショップは、市長に、にいはま３Ｒネットワーク登録申請書（リユース（リサイクル）ショップ）（第２号様式）を提出してください。
３　市長は、前２項の規定による提出があった場合は、登録の可否について通知を行うものとします。
４　登録の有効期間は、申請日の属する年度の翌年度の３月３１日までとし、登録辞退の申出がない場合、自動的に更新するものとします。
５　第３項の規定により登録の通知を受けた事業者（以下「登録事業者」という。）は、申請書に記載した内容に変更が生じたときは、市長に申し出るものとします。

（広報等）
第６条　市長は、登録事業者の情報を、市のホームページ、ＳＮＳにおいて積極的に広報するとともに、市民・事業者からの問合せ時に情報提供を行います。
２　市長は、登録事業者のごみの減量化・再資源化に関する取組に積極的に協力するものとします。
（登録事業者の役割）
第７条　登録事業者は、第４条に規定する登録条件を守り、ごみの減量化・再資源化を推進するものとします。
（その他）
第８条　この要領に定めるもののほか、「にいはま３Ｒネットワーク」への登録について必要な事項は、市長が別に定めます。
　　　附　則
　この要領は、令和４年１０月１日から施行します。
第１号様式（第５条関係）
　　年　　月　　日
（宛先）新居浜市長
にいはま３Ｒネットワーク登録申請書
（表面）
次に掲げる登録条件のいずれにも該当しているため、登録を申請します。
	（フリガナ）

事業者名
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



	所在地
	〒


	（フリガナ）

代 表 者
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	電話番号
	
	FAX番号
	

	ホームページ

アドレス
	
	メール

アドレス
	

	取組内容
（該当の□にチェックをしてください。）
	□資源ごみ店頭回収（□びん　□缶　□ペットボトル　□トレイ　□古紙類
　　　　　　　　　　□鉄製品　□非鉄金属　□その他（　　　　　　　　　　））
□フードバンク・フードドライブの実施・協力
□剪定くず・木くずの回収　　　□家具等の修理・再利用
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	（登録条件）

	１　市内の事業所・店舗において資源物、食料品等の回収、買取又は修理を実施していること。

	２　回収又は買取に当たり、原則として費用を徴収しないこと。

	３　事業所・店舗に回収ボックス・買取スペース等を設置し、来場者が簡単に利用できること。

	


（裏面も記入してください。）
（裏面）
	（フリガナ）

担　当　者

※代表者と同じの場合は記入不要
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	回収スペースの位置　
※店舗等の入口にボックスを設置しているなど、来場者にとって
　分かりやすい位置にある場合は記載の必要はありません。

	ネットワーク登録に際しての意見・質問



〒





N









